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ＫＭ2023の経済波及効果について



構成

（1）ＫＭ2023ランナーアンケートの概要

（2）ＫＭ2023の石川県内への経済波及効果

（3）ランナーの参加回数別消費単価・同行者比率

（4）県外ランナーの観光動向

（5）まとめ
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表１ KM2023ランナーアンケート回答者

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・今回のアンケート回答者総数
は４，１２５件

・回答者の地域別の構成は事前
登録者の地域別構成と近似し
ており、母集団の状況を反映
しているものと考えられる。
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表２ ランナーアンケート回答者地域別内訳の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成
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図１ 参加ランナー同行者比率の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・参加ランナーの一人当たり同
行者比率は、国内ランナーと比
較して同行者を多く同伴する
海外ランナーが加わったこと
で前回（KM2022）と比べて増
加。

・これに伴い、全体の同行者数も
海外ランナーを含めた参加ラン
ナーが増加したことから、
6,498人から8,751人に増加。
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図２ 県外ランナーの地域別同行者比率の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・地域別にみた同行者比率は、隣接県・遠隔県ともに上昇。
・遠隔県については、関東圏、近畿圏、東海圏ともに、同行者比率が上
昇した。

・ただし、これが基調的な変化かどうかはもう暫く回を重ねて観察して
いく必要がある。
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図３ 参加ランナーの消費単価の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・全体の消費単価は上昇したものと
考えられる。

・第一に、消費単価の高い海外ラン
ナーが久しぶりに参加したことの
影響は大きい。

・第二に、遠隔県ランナーの消費単
価が1割以上も上昇したことの影
響も大きい（※）。
※ただし、足元の物価上昇が影響
している可能性がある。
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図４ 県外ランナー 地域別消費単価の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成
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・遠隔県ランナーの消費単価は上昇。とくに関東圏ランナーは初めて5万円台を記
録した（52,881円）。ただし、足元の物価上昇が影響している可能性がある。

・また、遠隔県において、関東圏ランナーの消費単価の水準が他圏域のランナーに
比べて相対的に高くなるという傾向自体には変化はない。



表７ 消費総額の推計

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・前回（KM2022）と比べると、参加
ランナー等の増加などから、ラン
ナー消費額、ランナー同行者消費額
ともに増加。

・また、沿道応援者の増加から、沿道
応援者消費額も増加。

・以上により、参加ランナー等の消費
額やその他の関連する消費額、さら
には大会運営費を全て合計すると、
約17.0億円の消費が発生したものと
推計される。



図５ 石川県内への経済波及効果額の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・KM2023開催による石川県
内への経済波及効果は、マ
ラソン参加者等が県内で消
費することによって生まれ
る「直接効果」が１３．３
億円、直接効果によって誘
発される「第1次波及効果」
が３．２億円、「第２次波
及効果」が２．２億円と
なり、全体の経済波及効果
は１８．７億円となった。
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図６･７ ランナー参加回数別の分析

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・回を重ねるごとに国内ランナーのリピーター比率は着実に増加。今
回は一服感が出たが、そのことはある意味で評価できる。

・リピーター比率が高まっていくことは、初めて参加するランナーの
比率が低下していくということでもあり、イベントの活力が維持・
強化されるためには一定程度のランナーの新陳代謝が必要である。
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図８ ランナー参加回数別消費単価の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・消費単価を県内外で比較す
ると、県外の消費単価が圧
倒的に高い。

・また、参加回数を重ねても、
消費単価は県外・県内とも
に比較的安定している。

・なお、全体の消費単価が回
を重ねるごとに低下するの
は、県内・県外ランナーの
構成比の変化によるもの。
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図９ ランナー参加回数別同行者比率の推移

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・回を重ねるごとの同行者
比率を県内外で比較する
と、大きな差を明確に確
認することはできない。

・また、回を重ねるごとの
同行者比率の変化（低下
傾向、或いは上昇傾向）
についても、明確に確認
することはできない。
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表11 県外ランナーの観光動向

資料：KM2023ランナーアンケート結果をもとに作成

・県外ランナーの実観光者
比率や1人当たり観光件数
は、前回（KM2022）と
比較して、大きな変化は
みられない。

・観光先についても、引き
続き金沢市内中心部の観
光スポットに人気が集中
している点に変化はみら
れない。
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まとめ（１）

・KM2023の開催による経済波及効果は約１８．７億円と推計される。
前回大会（KM2022）の経済波及効果額約１５．３億円と比べると
約３．４億円の増加となったが、過去のピークである2019年大会
（KM2019）の約２２.６億円と比較すると、依然としてそれを下
回っている。

・前回大会（KM2022）に比べて経済波及効果額が増加したのは、国
内ランナーの増加やそれに伴うランナー同行者の増加、さらには消
費単価の増加が影響している。また、これらに加えて同行者比率及
び消費単価の高い海外ランナーが久しぶりに参加したことも影響し
ていると考えられる。
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まとめ（２）

・経済波及効果をさらに高めていくための対応としては、

⇒相対的に消費単価の高い関東圏をはじめとする遠隔県ランナーの
参加を促していくこと（※）、

⇒相対的に同行者比率や消費単価の高い海外ランナーの参加を促し
ていくこと（※）、

⇒同行者比率や消費単価を全体的に高めていくこと（※）、
※そのためには、参加ランナー等が市内観光を行う際の一層の利
便性向上を図っていくことも一案。

⇒地元住民のイベントへの参加意識を高めるなどして沿道での応援
を促していくこと、

などが考えられよう。
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